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公共空間に、イノベーションを起こそう。
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市民、民間、行政が、垣根を越え自由な発想でアイデアを出し合い自ら行動することで、まちと融合した素晴らしい水辺が全国に生まれている。
一方で、これまでにない大きな災害が発生する時代。川は時に、人間の生存を脅かす存在にもなりえる。そのような場合に備え、一人ひとりが
水辺との付き合い方を見つめなおす必要がある。そんな時代の中で、いま水辺だけでなく、効率性を重視していた公共空間が、幸せや安らぎを与
えるなど居心地のよい空間へと大きく変わろうとしている。社会や組織を動かすのは一人ひとりの未来に対する想像力と、一歩前に踏み出す
勇気だ。2020年、組織の枠を越え、立場の違いを理解し、事業をつなぎ、新たな日本のインフラ・イノベーションの時代が始まる。ミズベリング
フォーラム2020で各領域それぞれのチャレンジを体感し、もう一歩先に進もう。       国土交通省 水管理・国土保全局／ミズベリング・プロジェクト事務局吉村 謙一

2020年、日本のインフラにイノベーションが始まる。

PROGRAM
TREND REPORT
トレンド レポート

PITCH SESSION
ピッチ セッション

INSPIRE TALK
インスパイア トーク

IDEA SESSION
アイデア セッション

お申込み方法     お問い合わせ先

ミズベリング・プロジェクト事務局
〒107-6322東京都赤坂5-3-1
Tel.03-6441-8756（平日10時から17時）
contact＠mizbering.jp　担当：真田

下記サイトよりお申込みください。 

https://mizbering.com
（400名様限定）

7人のイノベーターによる
スライド提言プレゼンショー

米国・ポートランドでの
行政経験を経て、いま日本の
まちづくりに関わる人に
伝えたいこと

ワークショップとゲストの
パネルディスカッションを組み合わせて
行う熱気あふれる創発時間

岩本 唯史
ミズベリング・プロジェクト事務局
ディレクター

山崎 満広
元ポートランド開発局
ディレクター

Creative City Labo
代表理事

日本を飛び出し、サンアントニオやポートランドでまちづくりの
最前線を体験した山崎さん。いま日本に戻った彼が感じる
そこ知れぬ熱狂とは何か。この日、大胆不適にぶっ放す。

水辺を愛してやまないこの男がレポートする、今年のミズベ
リングのトレンドレポート！かつてない盛り上がり！そしてかつて
ないユニークな傾向！

今 佐和子
国土交通省 都市局
産休中

国土交通省都市局でウォーカブルシティを進める
彼女はただいま絶賛産休中。暮らしの中から見え
てきたクリエイティブな働き方とはなんじゃろう。荒牧 翔太

株式会社スノーピーク
やすらぎ堤事務局

祢津 知広
国土交通省 道路局
新ビジョンチーム

石井 芳明
株式会社星野リゾート
プロジェクトマネージャー

忽那 裕樹
株式会社E-DESIGN
代表取締役

高浜 洋平
株式会社竹中工務店
まちづくり戦略室

三橋 さゆり
国土交通省
利根川上流事務所長

今年のミズベリング信濃川やすらぎ堤の運営を
現場で支えた荒牧さん。新潟の夏の風物詩は
いかに作られたのか。地域に愛される水辺の事業
で彼は何をつかんだのか。

道路がシフト。クルマのためから人のために道路
の価値の転換が起こっている。この大きな変革の
最前線にいる人はいま何を感じ、どう動いている
のか。そのホンネとは。

星野リゾートの企画担当として、長門市と民間の
みなさんと連携してまちそのものの魅力を向上して
きたことをいよいよお披露目する。

ナニワのランドスケープアキンド忽那裕樹さん。
俺はかつてない最高のトークをすると言っています。
期待しましょう。水都大阪パワーの秘密を握る男が
燃えている。

台風19 号と格闘した利根川。その知られざる
真実とは。ダムカードブームを作った三橋さんの
センスが日本の土木風景を知的に変えている。

自宅の近所も会社の近所もいい感じにする高浜
さん。建設会社ビジネスマン未来形。彼の描く東京
の東側の水辺2020イメージとは。

まちに愛される
「やすらぎ堤」の作り方

人が活きる道路空間の
新しい使い方とは

しあわせな
働き方を探して

大阪は
ギリギリアウトで
ブレイクスルー？

利根川危機一髪！
知られざる
河川管理の内側

連携と協業によって
うまれたもの

積極的に外に開いて
仕事をしてみた

水辺周辺で
巻き起こっているトレンドを
立体的にレポート

〈テーマ〉

公共空間の可能性を
広げる仕事をする人の
より良い働き方とは


